
























































































































































































































































































0≦｜ r｜＜ 0.2ほとんど相関がない，0.2≦｜ r｜＜ 0.4やや（弱い）相関がある



























































































































































































































































































































































































































































































































































































設問 変数 変数 度数 相関係数 a 有意確率 P 
発音記号
指導頻度 重要性 27 0.133 0.509 　
指導頻度 知識・スキル 27 0.436 0.023 ＊
重要性 知識・スキル 27 0.311 0.115 　
フォニックス
指導頻度 重要性 27 0.464 0.015 ＊
指導頻度 知識・スキル 27 0.729 0.000 ＊＊＊
重要性 知識・スキル 27 0.375 0.054 　
単語指導
指導頻度 重要性 27 0.247 0.215 　
指導頻度 知識・スキル 27 0.094 0.642 　
重要性 知識・スキル 27 0.128 0.525 　
音読指導
指導頻度 重要性 27 0.278 0.160 　
指導頻度 知識・スキル 27 0.148 0.461 　
重要性 知識・スキル 27 0.021 0.917 　
個別指導
指導頻度 重要性 27 0.373 0.055 　
指導頻度 知識・スキル 27 0.393 0.043 ＊
重要性 知識・スキル 27 －0.060 0.767 　
音素指導
指導頻度 重要性 27 0.282 0.154 　
指導頻度 知識・スキル 27 0.635 0.000 ＊＊＊
重要性 知識・スキル 27 0.396 0.041 ＊
強勢指導
指導頻度 重要性 27 0.368 0.059 　
指導頻度 知識・スキル 27 0.343 0.080 　
重要性 知識・スキル 27 0.041 0.840 　
区切り指導
指導頻度 重要性 27 0.575 0.002 ＊＊
指導頻度 知識・スキル 27 0.449 0.019 ＊
重要性 知識・スキル 27 0.175 0.382 　
音変化指導
指導頻度 重要性 27 0.529 0.005 ＊＊
指導頻度 知識・スキル 27 0.193 0.334 　
重要性 知識・スキル 27 0.109 0.590 　
合計点数
指導頻度（合計） 重要性（合計） 27 0.497 0.008 ＊＊
指導頻度（合計） 知識 ･スキル（合計） 27 0.438 0.022 ＊
重要性（合計） 知識・スキル（合計） 27 0.024 0.904 　
（添付資料 2）各設問毎の音声指導頻度・重要性・スキルの相関
221英語音声教員研修の必要性　―発音指導に関する中学校教員の意識調査から―（折井（秋田））
従属変数 独立変数 度数 相関係数 a 有意確率 P b
発音記号
年代 27 0.156 0.436 　
音声学履修期間 27 0.281 0.156 　
音声学履修内容 27 0.195 0.330 　
フォニックス
年代 27 0.024 0.907 　
音声学履修期間 27 0.253 0.203 　
音声学履修内容 27 0.392 0.043 ＊
単語指導
年代 27 0.095 0.636 　
音声学履修期間 27 0.256 0.197 　
音声学履修内容 27 0.187 0.350 　
音読指導
年代 27 0.271 0.171 　
音声学履修期間 27 0.272 0.170 　
音声学履修内容 27 0.179 0.373 　
個別指導
年代 27 0.260 0.191 　
音声学履修期間 27 0.062 0.759 　
音声学履修内容 27 0.093 0.646 　
 
音素指導
年代 27 0.079 0.696 　
音声学履修期間 27 0.360 0.065 　
音声学履修内容 27 0.277 0.162 　
強勢指導
年代 27 0.071 0.726 　
音声学履修期間 27 0.310 0.115 　
音声学履修内容 27 0.296 0.134 　
区切り指導
年代 27 0.037 0.853 　
音声学履修期間 27 0.098 0.627 　
音声学履修内容 27 0.385 0.047 ＊
音変化指導
年代 27 0.014 0.943 　
音声学履修期間 27 0.194 0.332 　
音声学履修内容 27 0.220 0.270 　




従属変数 独立変数 度数 相関係数 a 有意確率 P b
発音記号
年代 27 0.209 0.297 　
音声学履修期間 27 0.240 0.227 　
音声学履修内容 27 0.015 0.939 　
フォニックス
年代 27 －0.080 0.693 　
音声学履修期間 27 0.212 0.288 　
音声学履修内容 27 0.276 0.163 　
単語指導」
年代 27 0.015 0.941 　
音声学履修期間 27 0.065 0.746 　
音声学履修内容 27 0.134 0.504 　
音読指導
年代 27 －0.020 0.921 　
音声学履修期間 27 0.140 0.485 　
音声学履修内容 27 0.090 0.654 　
個別指導
年代 27 0.344 0.079 　
音声学履修期間 27 －0.059 0.770 　
音声学履修内容 27 －0.092 0.647 　
音素指導
年代 27 －0.017 0.933 　
音声学履修期間 27 0.089 0.658 　
音声学履修内容 27 －0.079 0.695 　
強勢指導
年代 27 －0.129 0.522 　
音声学履修期間 27 －0.075 0.711 　
音声学履修内容 27 0.021 0.916 　
区切り指導
年代 27 －0.057 0.778 　
音声学履修期間 27 －0.022 0.913 　
音声学履修内容 27 0.390 0.044 ＊
音変化指導
年代 27 0.027 0.892 　
音声学履修期間 27 0.058 0.774 　
音声学履修内容 27 0.112 0.576 　
（添付資料 4）9 種類の指導とフェイスデータの相関分析（指導頻度）
